
点眼後に何か異常を感じた場合は、
すぐに医師または薬剤師にご相談ください。

点眼後、目からあふれた薬液が皮膚についたまま放置しつづ
けると、少しずつ目のまわりが黒ずんだり、まつ毛が長く、
太くなることがあります。

●目からあふれた
　薬液は、すみや
　かに濡れた清潔
　なティッシュや
　タオルでふき取っ
　てください。

●目を閉じて、
　あふれた薬液
　を洗い流して
　ください。

薬液は容器の半分の量が入っていますが、
治療に必要十分な量が入っています。
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点眼後の注意点

点眼のタイミング
日常生活では次のタイミングで点眼することをおすすめします。

※点眼時間については医師にご相談ください。
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●点眼時、手指の温度が室温や液温よりも高い場合、キャップを開
けた際に中栓内部にたまっていた液が飛び出し、漏れてくること
がありますのでご注意ください。

●点眼後、一時的に目がかすむことがあります。このような場合には、
症状が回復するまで機械類の操作や自動車等の運転はしないよう
にしてください。

見やすいユニバーサルカラーとユニ
バーサルフォントを採用しています。

P10448

●この目薬は、1回1滴、1日1回点眼します。 1日1回を超えて使用
しないでください。
※点眼する時間については、医師にご相談ください。

●点眼後は目を閉じて、1〜5分間目頭を軽く押さえてください。
●他の目薬も使用している場合は、5分以上間隔をあけてから点眼

してください。
●容器の先が目に触れないように点眼してください。

●専用の遮光袋に入れて、室温（1〜30℃）で保存してください。
●開封後4週間経過した場合は、残りの目薬を使わないでください。

以下のような症状があらわれることがあります。症状が続く場合は
医師または薬剤師にご相談ください。
●目の異物感、目の痛み、充血
●目のまわりのアレルギー（腫れや赤み、かゆみなど）
●目のまわりが黒ずむ、まつげが長く太くなる、瞳の色が濃くなる
●息切れ、息苦しい、息をするとゼーゼーヒューヒュー鳴る
●脈が減る、脈が途切れる
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